
(57)【要約】

【課題】従来の接木育苗方法による場合、根の張りが悪

く、その後の生育の悪い軟弱な苗が多く育っていた。

【解決手段】根付き台木に穂木を接木した接木苗を複数

本まとめてミスト用具にセットし、ミスト用具にセット

した接木苗を裸根のまま又は根が空気に触れる程度の少

量の土を根に掛けた状態で人工ミスト空間又は保温性、

保湿性のあるフィルムを用いた天然ミスト空間内に設置

し、そのミスト空間内を台木と穂木の接合部分の活着及

び、発根を促進させ接木苗を徒長させない温度と湿度と

照度のミスト状態にし、そのミスト状態を数日間保ち、

接合部分が活着し、発根した接木苗を生産する。その接

木苗を１本又は数本まとめて保水材を備えた馴化用具に

セットし、接木苗のセットされた馴化用具を人口馴化空

間又は通気性、吸湿性、透湿性のあるフィルムを用いた

天然馴化空間内に置き、その接木苗に数日間陽光をあて

て接木苗を馴化させる。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
根 付 き 台 木 に 穂 木 を 接 木 し た 接 木 苗 を 複 数 本 ま と め て ポ ッ ト 、 ト レ ー 等 の ミ ス ト 用 具 に セ
ッ ト し 、 ミ ス ト 用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を 裸 根 の ま ま 又 は 根 が 空 気 に 触 れ る 程 度 の 少 量 の
土 を 根 に 掛 け た 状 態 で ミ ス ト 空 間 内 に 設 置 し 、 そ の ミ ス ト 空 間 内 を 台 木 と 穂 木 の 接 合 部 分
の 活 着 を 促 進 さ せ 発 根 を 促 進 さ せ 接 木 苗 を 徒 長 さ せ な い 温 度 と 湿 度 と 照 度 の ミ ス ト 状 態 に
し 、 そ の ミ ス ト 状 態 を 数 日 間 保 っ て 、 接 合 部 分 が 活 着 し 、 発 根 し た 接 木 苗 を 生 産 す る こ と
を 特 徴 と す る 接 木 苗 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 に お い て 、 ミ ス ト 空 間 が 人 工 的 に ミ ス ト 状 態 を 作 り 出 す こ
と の で き る 人 工 ミ ス ト 空 間 、 又 は ミ ス ト 用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を ミ ス ト 用 具 ご と 設 置 す
る 保 温 床 の 上 方 を 保 温 性 、 吸 湿 性 の あ る 内 側 フ ィ ル ム で 被 覆 し 、 内 側 フ ィ ル ム の 外 側 に そ
れ と の 間 に 空 間 を あ け て 保 温 性 、 吸 湿 性 の あ る 外 側 フ ィ ル ム に よ り ト ン ネ ル を 形 成 す る こ
と に よ り 、 保 温 床 か ら 蒸 発 す る 水 分 、 ト ン ネ ル の 外 の 太 陽 熱 と い っ た 自 然 環 境 に よ り ミ ス
ト 状 態 が 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天 然 ミ ス ト 空 間 で あ り 、 そ れ ら ミ ス ト 空 間 内 に 、 ミ ス ト
用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を 設 置 し て 、 接 合 部 分 が 活 着 し 、 発 根 し た 接 木 苗 を 生 産 す る こ と
を 特 徴 と す る 接 木 苗 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 に よ り 接 木 苗 を 生 産 し 、 そ の 接 木 苗 を １ 本 又
は 数 本 ま と め て 保 湿 材 を 備 え た 馴 化 用 具 に セ ッ ト し 、 接 木 苗 の セ ッ ト さ れ た 馴 化 用 具 を 馴
化 空 間 内 に 置 き 、 そ の 接 木 苗 に 数 日 間 陽 光 を あ て て 接 木 苗 を 馴 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る
接 木 苗 生 産 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 に お い て 、 馴 化 空 間 が 人 工 的 に 作 り 出 す こ と の で き る 人 口
馴 化 空 間 、 又 は 、 馴 化 用 具 を セ ッ ト し た 育 苗 床 の 上 方 を 通 気 性 、 吸 湿 性 、 透 湿 性 の あ る フ
ィ ル ム で 被 覆 し て 馴 化 に 適 し た 環 境 が 自 然 環 境 に よ り 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天 然 馴 化 空
間 で あ り 、 そ れ ら 馴 化 空 間 で 馴 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 接 木 苗 生 産 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 植 物 の 接 木 苗 生 産 方 法 に 関 し 、 ミ ス ト 空 間 に お い て 接 木 苗 の 接 合 部 の 活 着 、 発 根
を 促 進 し 、 更 に は 、 そ の 接 木 苗 を 馴 化 さ せ る こ と も で き る よ う に し た 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 、 接 木 苗 の 生 産 方 法 に は 、 根 の 付 い た 台 木 と 穂 木 と を 接 合 す る 根 付 き 接 木 方 法 と 、 根
を 切 っ た 台 木 と 穂 木 と を 接 合 す る 断 根 接 木 方 法 と が あ り 、 作 業 の 容 易 性 の 面 か ら 断 根 接 木
方 法 が 普 及 し て い る 。 断 根 接 木 方 法 で は 、 接 木 し た 苗 を 一 本 ず つ 培 土 に 挿 し 込 み 、 そ れ を
温 度 、 湿 度 等 を 調 節 可 能 な ミ ス ト 室 に 入 れ て 高 温 多 湿 状 態 （ ミ ス ト 状 態 ） の 環 境 下 に ８ ～
１ ０ 日 間 置 い て 、 台 木 と 穂 木 の 接 合 部 の 活 着 や 初 期 の 発 根 な ど を 促 進 さ せ て い る 。 活 着 及
び 発 根 の 完 了 し た 苗 は ポ ッ ト に 一 本 ず つ 植 え て 出 荷 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 断 根 接 木 方 法 は 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。
（ １ ） 断 根 接 木 方 法 の 場 合 、 台 木 胚 軸 の 切 断 部 分 か ら の 発 根 は 良 い が 、 畑 に 植 え 付 け た 後
の 根 群 は 細 根 が 多 く 太 根 が な い た め 、 根 群 の 張 り が 浅 く な り 、 肥 料 成 分 の 吸 収 力 が 劣 り 、
苗 が 軟 弱 に な り や す く 施 肥 量 が 多 く 必 要 に な る 。 ま た 、 苗 の そ の 後 の 成 長 も 思 わ し く な い
。
（ ２ ） 穂 木 の 胚 軸 の 空 洞 問 題 や 、 切 断 部 の カ ル ス 形 成 と 、 初 期 の 発 根 な ど が 遅 れ 易 い た め
、 接 木 後 の ミ ス ト 状 態 に 置 く 期 間 が ８ ～ １ ０ 日 間 と 長 く な り 、 軟 弱 徒 長 の 苗 と な り 、 病 害
の 発 生 原 因 と な る こ と が 多 い 。
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（ ３ ） ミ ス ト 状 態 を 確 保 す る た め に 、 ミ ス ト 室 の よ う な 大 掛 か り な 設 備 が 必 要 と な り 、 設
備 導 入 費 が 高 く 、 導 入 が 難 し い 。
（ ４ ） 接 木 し た 苗 を 活 着 及 び 発 根 さ せ る た め に 、 苗 を 一 本 ず つ ポ ッ ト に 入 れ て い る た め 作
業 が 面 倒 で あ り 、 苗 の 生 産 効 率 が 悪 い 。 接 木 苗 の 数 が 多 く な る と ポ ッ ト を 並 べ る た め に 広
い ス ペ ー ス が 必 要 と な る 。
（ ５ ） ポ ッ ト ご と 出 荷 す る の で 輸 送 に ス ペ ー ス を と り 、 輸 送 効 率 が 悪 く 、 苗 一 本 当 た り の
輸 送 コ ス ト が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 根 付 き 接 木 方 法 は 次 の よ う な 課 題 が あ っ た 。
（ １ ） 根 が 付 い て い る た め 断 根 接 木 方 法 に 比 し て 成 長 は 早 い が 、 根 に 土 が 付 い て い る の で
接 木 作 業 中 に 衣 類 に 土 が 付 い た り 、 土 で 作 業 場 が 汚 れ た り し 易 い 。
（ ２ ） 接 木 し た 苗 を 培 土 に 植 え 付 け て 活 着 及 び 発 根 を さ せ る た め 、 発 根 量 が 少 な く 、 苗 が
軟 弱 と な り や す い 。 ま た 、 そ の 後 の 苗 の 成 長 も 思 わ し く な い 。
（ ３ ） 従 来 の 断 根 接 木 方 法 の 課 題 に お け る 前 記 （ ２ ） ～ （ ５ ） に 記 載 の 課 題 と 同 様 の 課 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
根 付 き 接 木 方 法 で も 、 断 根 接 木 方 法 で も 、 専 用 の ミ ス ト 室 を 必 要 と し た た め 、 ミ ス ト 室 の
無 い 農 家 で は 、 従 来 方 法 に よ る 接 木 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 件 出 願 の 請 求 項 １ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 は 、 根 付 き 台 木 に 穂 木 を 接 木 し た 接 木 苗 を 複 数
本 ま と め て ポ ッ ト 、 ト レ ー 等 の ミ ス ト 用 具 に セ ッ ト し 、 ミ ス ト 用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を
裸 根 の ま ま 又 は 根 が 空 気 に 触 れ る 程 度 の 少 量 の 土 を 根 に 掛 け た 状 態 で ミ ス ト 空 間 内 に 設 置
し 、 そ の ミ ス ト 空 間 内 を 台 木 と 穂 木 の 接 合 部 分 の 活 着 を 促 進 さ せ 発 根 を 促 進 さ せ 接 木 苗 を
徒 長 さ せ な い 温 度 と 湿 度 と 照 度 の ミ ス ト 状 態 に し 、 そ の ミ ス ト 状 態 を 数 日 間 保 っ て 、 接 合
部 分 を 活 着 さ せ 、 発 根 組 織 部 分 に 酸 素 を 供 給 す る こ と に よ り 発 根 量 を 増 加 さ せ た 、 健 康 で
生 育 の 良 い 接 木 苗 を 生 産 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 件 出 願 の 請 求 項 ２ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 に お い て 、
ミ ス ト 空 間 が 人 工 的 に ミ ス ト 状 態 を 作 り 出 す こ と の で き る 人 工 ミ ス ト 空 間 、 又 は ミ ス ト 用
具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を ミ ス ト 用 具 ご と 設 置 す る 保 温 床 の 上 方 を 保 温 性 、 吸 湿 性 の あ る 内
側 フ ィ ル ム で 被 覆 し 、 内 側 フ ィ ル ム の 外 側 に そ れ と の 間 に 空 間 を あ け て 保 温 性 、 吸 湿 性 の
あ る 外 側 フ ィ ル ム に よ り ト ン ネ ル を 形 成 す る こ と に よ り 、 保 温 床 か ら 蒸 発 す る 水 分 、 ト ン
ネ ル の 外 の 太 陽 熱 と い っ た 自 然 環 境 に よ り ミ ス ト 状 態 が 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天 然 ミ ス
ト 空 間 で あ り 、 そ れ ら ミ ス ト 空 間 内 に 、 ミ ス ト 用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を 設 置 し て 、 接 合
部 分 が 活 着 し 、 発 根 し た 接 木 苗 を 生 産 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 件 出 願 の 請 求 項 ３ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方
法 に よ り 生 産 し た 接 木 苗 を 、 １ 本 又 は 数 本 ま と め て 保 湿 材 を 備 え た 馴 化 用 具 に セ ッ ト し 、
接 木 苗 の セ ッ ト さ れ た 馴 化 用 具 を 馴 化 空 間 内 に 置 き 、 そ の 接 木 苗 に 数 日 間 陽 光 を あ て て 接
木 苗 を 移 植 後 の 育 成 環 境 に 馴 化 で き る よ う に し た 接 木 苗 を 生 産 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 件 出 願 の 請 求 項 ４ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 接 木 苗 生 産 方 法 に お い て 、
馴 化 空 間 が 馴 化 に 適 し た 環 境 が 人 工 的 に 作 り 出 す こ と の で き る 人 口 馴 化 空 間 、 又 は 、 馴 化
用 具 を セ ッ ト し た 育 苗 床 の 上 方 を 通 気 性 、 吸 湿 性 、 透 湿 性 の あ る フ ィ ル ム で 被 覆 し て 馴 化
に 適 し た 環 境 が 自 然 環 境 に よ り 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天 然 馴 化 空 間 で あ り 、 そ れ ら 馴 化
空 間 で 移 植 後 の 育 成 環 境 に 馴 化 で き る よ う に し た 接 木 苗 を 生 産 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 形 態 １ ）
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本 発 明 の 接 木 苗 生 産 方 法 の 実 施 形 態 の 一 例 を 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 接
木 育 苗 方 法 は ナ ス 科 、 ウ リ 科 と い っ た 各 種 科 の 接 木 苗 を 生 産 す る こ と が で き る も の で あ る
。 以 下 に 示 す 数 値 は 一 例 で あ り 、 必 ず し も こ の 数 値 に 限 ら れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ 接 木 準 備 ）
１ ． 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う な 台 木 用 の 幼 苗 と 、 同 図 （ ａ ） に 示 す よ う な 穂 木 用 の 幼 苗 と を
育 成 す る 。 こ の 場 合 、 強 健 で 萎 凋 し に く い 台 木 用 の 幼 苗 と 穂 木 用 の 幼 苗 と を 育 成 す る た め
に 、 根 群 の 生 育 を 容 易 に コ ン ト ロ ー ル で き る 容 器 と 無 病 の 培 土 を 利 用 し て 播 種 す る こ と が
望 ま し い 。
２ ． こ れ ら 幼 苗 は 陽 光 に 十 分 に あ て 、 育 苗 温 度 を 調 節 し な が ら 、 台 木 、 穂 木 と し て 十 分 に
成 長 す る よ う 育 苗 管 理 を す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 台 木 、 穂 木 の 用 意 と 接 木 苗 作 り ）
１ ． 台 木 用 の 幼 苗 を 培 土 か ら 抜 き 取 っ て 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 根 群 に 付 着 し て い る 培
土 を 細 根 と 共 に 除 去 し 、 根 群 の 主 根 と 一 次 根 の 主 要 部 分 を 残 す 。 同 図 （ ａ ） に 示 す 穂 木 用
の 幼 苗 ２ も 培 土 か ら 抜 き 取 っ て お く 。 例 え ば 、 台 木 用 の 幼 苗 １ に は ユ ウ ガ オ を 、 穂 木 用 の
幼 苗 ２ に は ス イ カ を 用 い る こ と が で き る 。 幼 苗 の 種 類 は 任 意 で あ っ て こ れ ら に 限 ら れ る も
の で は な い 。
２ ． 図 １ （ ｂ ） に 示 す 台 木 用 の 幼 苗 １ の 生 長 点 ３ を 摘 除 し て 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 子
葉 ４ を 残 し た 台 木 用 の 幼 苗 １ と す る 。 こ の 台 木 用 の 幼 苗 １ の 胚 軸 ５ に 子 葉 ４ の 表 側 か ら 接
木 棒 ４ ０ を 斜 め に 挿 し 込 ん で 穂 木 差 し 込 み 孔 ６ を あ け て 根 付 き の 台 木 ８ を 用 意 す る 。 穂 木
差 し 込 み 孔 ６ は 胚 軸 ５ を 貫 通 し て も よ い 。
３ ． 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 穂 木 用 の 幼 苗 ２ の 胚 軸 ９ を 斜 め に 切 断 し て 穂 木 １ ０ を 用 意 す
る 。
４ ． 図 １ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 穂 木 １ ０ を そ の 切 断 面 １ １ を 下 に し て 台 木 ８ の 穂 木 差 し 込
み 穴 ６ に 子 葉 下 部 ま で 挿 し 込 ん で 図 １ （ ｆ ） に 示 す よ う な 根 付 き の 接 木 苗 １ ２ と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ミ ス ト 環 境 内 で の 活 着 ・ 発 根 ）
１ ． 図 ２ の よ う に 前 記 根 付 き の 接 木 苗 １ ２ を 複 数 本 ま と め て （ 十 本 前 後 一 束 に し て ） ト レ
ー １ ３ の 上 の 育 苗 ポ ッ ト （ ミ ス ト 用 具 ） １ ４ に 入 れ る 。 こ の 場 合 、 ミ ス ト 用 具 １ ４ の 底 に
、 培 土 や 、 ミ ズ ゴ ケ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 等 の 保 湿 性 に 優 れ た 保 湿 材 １ ５ を 入 れ て お き 、 保
湿 材 １ ５ に 縦 穴 １ ６ を あ け て お き 、 そ の 中 に 接 木 苗 １ ２ を 根 １ ７ を 下 に し て 入 れ て 茎 を ミ
ス ト 用 具 １ ４ の 周 壁 に 立 て 掛 け る よ う に セ ッ ト す る 。 こ の 場 合 、 根 １ ７ は 裸 の ま ま （ 裸 根
） に し て 空 気 に 触 れ る よ う に し て お く か 、 培 土 を 少 し だ け 被 せ て 根 １ ７ が 外 部 に 露 出 し て
空 気 に 触 れ る よ う に し て お く 。 ミ ス ト 用 具 １ ４ に は 既 存 の 軟 質 軟 樹 脂 製 の 育 苗 ポ ッ ト を 使
用 す る の が 適 す る が 、 プ ラ グ ト レ イ や 栽 培 用 ベ ッ ド と い っ た 任 意 の 容 器 を 使 用 す る こ と も
で き る 。 保 湿 材 １ ５ は 根 の 乾 燥 を 防 止 す る た め の も の で あ り 、 吸 水 性 、 保 湿 性 の あ る も の
で あ れ ば 、 上 記 の も の に 限 ら ず 、 ウ レ タ ン 等 で あ っ て も よ い 。 保 湿 材 １ ５ に は 水 を ま い て
十 分 に 湿 ら せ て お く 。
２ ． 前 記 の よ う に 接 木 苗 １ ２ を セ ッ ト し た ミ ス ト 用 具 １ ４ が 並 ん で い る ト レ ー １ ３ を 保 温
床 １ ９ の 上 に 設 置 す る 。 保 温 床 １ ９ は 、 例 え ば 、 土 中 に ヒ ー タ 線 を 張 り 、 そ の 上 か ら 保 温
用 の ビ ニ ー ル シ ー ト を か け た も の や 、 土 中 に 湯 を 循 環 さ せ る パ イ プ を 配 管 し た も の 等 で あ
り 、 地 表 を ２ ５ ～ ３ ０ 度 程 度 の 温 暖 な 気 温 に 保 つ こ と が 出 来 る も の で あ れ ば 、 任 意 の も の
と す る こ と が 出 来 る 。
３ ． 保 温 床 １ ９ の 上 に ト レ ー １ ３ ご と 設 置 し た 接 木 苗 １ ２ の 上 方 に 、 保 温 性 、 保 湿 性 及 び
通 気 性 の あ る 内 側 フ ィ ル ム ２ ２ を 被 せ て 、 そ の 内 側 に ミ ス ト 空 間 ２ ３ を 作 る 。 前 記 保 温 性
は 内 側 フ ィ ル ム ２ ２ で 被 覆 さ れ た ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 を 保 温 す る 特 性 、 前 記 保 湿 性 は ミ ス ト
空 間 ２ ３ 内 を 保 湿 す る 特 性 、 前 記 通 気 性 は 前 記 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 の 空 気 を 外 部 に 通 し 、 外
部 の 空 気 を ミ ス ト 空 間 内 に 通 す 特 性 で あ る 。 そ の よ う な 特 性 を 備 え た 内 側 フ ィ ル ム ２ ２ に
は 、 例 え ば 、 株 式 会 社 み か ど 育 種 農 場 の 商 品 名 「 ダ ン グ ロ ー 」 が 適 す る 。
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４ ． 内 側 フ ィ ル ム ２ ２ の 外 側 に 空 間 を あ け て 外 側 フ ィ ル ム ２ ４ を 被 せ て ト ン ネ ル ２ ５ を 作
る 。 外 側 フ ィ ル ム ２ ４ に は ト ン ネ ル ２ ５ 内 に 自 然 光 を 採 光 で き る 性 質 の も の 、 保 温 性 の あ
る も の が 使 用 さ れ る 。 寒 冷 期 の 場 合 、 外 気 温 に 応 じ て 外 側 フ ィ ル ム ２ ４ を 二 重 に し た り 、
外 側 フ ィ ル ム ２ ４ の 上 か ら 更 に 保 温 マ ッ ト を 掛 け る 等 し て ト ン ネ ル ２ ５ 内 お よ び ミ ス ト 空
間 ２ ３ 内 の 温 度 を 高 め る よ う に す る こ と も で き る 。
５ ． ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 を ミ ス ト 状 態 （ 高 温 多 湿 の 霧 状 ） に し て 、 台 木 ８ と 穂 木 １ ０ と の 接
合 部 分 ２ １ （ 図 １ （ ｆ ） ） を 活 着 さ せ 、 細 根 の 発 根 を 促 す 。 活 着 は 前 記 接 木 苗 １ ２ の 接 合
部 分 ２ １ の カ ル ス の 癒 合 と 導 通 組 織 の 再 分 化 結 合 を 含 む 広 い 意 味 合 い で あ る 。
６ ． ミ ス ト 状 態 に す る た め に は 、 保 温 床 １ ９ の 熱 と ト ン ネ ル ２ ５ 内 に 採 光 さ れ る 太 陽 光 の
熱 と に よ り 、 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 の 温 度 を 上 昇 さ せ （ ２ ５ ～ ３ ０ 度 ） て 、 ミ ス ト 用 具 １ ４ 内
の 保 湿 材 １ ５ を 暖 め 、 保 湿 材 １ ５ か ら 水 蒸 気 を 発 散 さ せ る 。 発 生 し た 水 蒸 気 は 保 湿 性 を 有
す る 内 側 フ ィ ル ム ２ ２ に よ り 保 湿 さ れ て ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 に 充 満 し 、 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 が
ミ ス ト 状 態 と な る 。 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 の 湿 度 は ９ ０ ～ １ ０ ０ ％ が 適 す る 。 こ の ミ ス ト 状 態
は 自 然 環 境 を 利 用 し て 作 り 出 さ れ る 天 然 の ミ ス ト 空 間 で あ る 。 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 の 接 木 苗
１ ２ に は 日 中 は 自 然 光 が 当 た る よ う に す る 。 自 然 光 を 採 光 す る こ と に よ っ て ミ ス ト 空 間 ２
３ 内 を 上 記 温 度 に 保 つ こ と が 可 能 な と き は 保 温 床 １ ９ を 加 温 す る 必 要 が な い 。
７ ． 接 木 苗 １ ２ を 上 記 の 温 暖 な ミ ス ト 状 態 に ３ 日 ～ ５ 日 間 置 く と 、 台 木 １ と 穂 木 ２ と の 接
合 部 が 活 着 し 、 主 根 と 一 次 根 か ら 多 数 本 の 新 根 が 発 根 す る 。
８ ． 前 記 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 で 活 着 ・ 発 根 の 終 え た 接 木 苗 （ 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ） は 、 出
荷 容 器 （ ダ ン ボ ー ル 箱 な ど ） に 詰 め て 出 荷 す る こ と も で き る が 、 馴 化 し て か ら 出 荷 す る こ
と も で き る 。 馴 化 す る 場 合 は 次 の よ う に し て 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 馴 化 ）
前 記 ミ ス ト 空 間 ２ ３ 内 で 活 着 ・ 発 根 の 終 え た 接 木 苗 （ 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ） は 、 図 ３ に
示 す 馴 化 空 間 ３ ８ 内 に お い て 以 下 の よ う に し て 馴 化 さ せ る 。
１ ． 図 ３ に 示 す よ う に ト レ ー ３ １ に 並 べ た 育 苗 用 ポ ッ ト （ 馴 化 容 器 ） ３ ２ 内 に 保 湿 材 ３ ３
を 入 れ 、 そ の 保 湿 材 ３ ３ に 水 を 散 布 し て 保 湿 材 ３ ３ を 十 分 に 湿 ら せ る 。 図 ３ の 馴 化 容 器 ３
２ は 前 記 育 苗 ポ ッ ト と 同 様 の も の で あ る が 、 プ ラ グ ト レ イ や 他 の 形 状 の ポ ッ ト と す る こ と
が で き る 。
２ ． 馴 化 容 器 ３ ２ 内 の 保 湿 材 ３ ３ に 前 記 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ３ ４ を １ 本 ず つ 植 え る 。
３ ． ト レ ー ３ １ を 保 温 床 ３ ５ の 上 に 設 置 す る 。 保 温 床 ３ ５ は 図 ２ の 保 温 床 １ ９ と 同 様 に 内
部 に ヒ ー タ と か 温 水 管 が 配 管 さ れ て い る も の で あ り 、 地 表 を ２ ５ ～ ３ ０ 度 程 度 の 温 暖 な 気
温 に 保 つ こ と が 出 来 る も の で あ る 。
４ ． 馴 化 容 器 ３ ２ の 外 周 に 円 弧 状 に 支 柱 ３ ６ を 作 り 、 そ の 支 柱 ３ ６ の 外 周 に 通 気 性 、 吸 湿
性 、 透 湿 性 の あ る フ ィ ル ム ３ ７ を 張 っ て ト ン ネ ル を 作 り 、 そ の 内 部 を 馴 化 空 間 ３ ８ と し 、
そ の 内 部 に 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ３ ４ が 収 容 さ れ る よ う に し て あ る 。 馴 化 空 間 ３ ８ 内 に 収
容 さ れ た 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ３ ４ に 自 然 光 が 供 給 で き る よ う に す る た め 、 フ ィ ル ム ３ ７
は 自 然 光 を 採 光 で き る も の 、 即 ち 、 光 線 透 過 性 の あ る も の と す る 。 前 記 特 性 を 有 す る フ ィ
ル ム ３ ７ に は 株 式 会 社 み か ど 育 種 農 場 製 の 商 品 名 「 タ フ ツ ー キ 」 と か 、 他 社 の 同 種 の シ ー
ト が 適 す る 。 「 タ フ ツ ー キ 」 は 図 ４ の よ う に 天 井 部 が ネ ッ ト ３ ９ に な っ て い て 、 そ こ か ら
内 部 の 熱 気 が 逸 散 で き る よ う に な っ て い て 高 温 障 害 を 防 止 で き 、 換 気 作 業 の 省 力 化 が 可 能
な も の で あ る 。 ま た 、 吸 湿 性 、 透 湿 性 が あ る た め 馴 化 空 間 ３ ８ 内 の 湿 気 を 吸 収 し て 外 部 に
透 湿 さ せ て 馴 化 空 間 ３ ８ 内 の 過 湿 を 防 止 で き る も の で あ る 。
５ ． 馴 化 空 間 ３ ８ 内 を ２ ５ ～ ３ ０ 度 に 保 つ と 、 馴 化 用 具 ３ ２ 内 の 保 湿 材 ３ ３ が 暖 め ら れ 、
保 湿 材 ３ ３ か ら 水 蒸 気 が 発 散 す る が 、 過 度 の 水 蒸 気 は 吸 湿 性 及 び 透 湿 性 を 有 す る フ ィ ル ム
３ ７ に 吸 収 さ れ 、 フ ィ ル ム ３ ７ を 通 し て 外 部 に 放 出 さ れ る た め ト ン ネ ル 内 の 過 湿 が 防 止 さ
れ る 。 ト ン ネ ル 内 の 湿 度 は ６ ０ ～ ７ ０ ％ が 適 す る 。 ま た 、 馴 化 の た め に は 、 日 中 、 ト ン ネ
ル 内 の 接 木 苗 ７ に 自 然 光 が 当 た る よ う に す る 。 日 中 、 自 然 光 を 採 光 す る こ と に よ っ て 馴 化
空 間 ３ ８ 内 を 上 記 温 度 に 保 つ こ と が 可 能 な 場 合 は 、 保 温 床 ３ ５ を 加 温 し な い で お く こ と も
可 能 で あ る 。 寒 冷 期 の 場 合 は フ ィ ル ム ３ ７ を 二 重 に し た り 、 そ の フ ィ ル ム ３ ７ の 上 に 保 温
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マ ッ ト を か け る 等 し て 馴 化 空 間 ３ ８ 内 を 上 記 温 度 に 保 つ よ う に す る こ と も で き る 。
６ ． 活 着 ・ 発 根 済 み 接 木 苗 ３ ４ を ２ ～ ３ 日 間 、 上 記 の 馴 化 空 間 内 野 馴 化 環 境 内 に 置 く と 、
接 木 苗 ３ ４ は 馴 化 し て 丈 夫 な 二 次 根 が 多 数 発 根 し 、 全 体 が 硬 く 、 し っ か り と し た 健 苗 と な
る 。
７ ． 馴 化 用 具 ３ ２ 内 の 保 湿 材 ３ ３ は 培 土 、 ウ レ タ ン 、 ミ ズ ゴ ケ 、 バ ー ミ キ ュ ラ イ ト 等 の 吸
水 性 、 保 湿 性 の あ る も の が 適 す る 。 接 木 苗 ３ ４ の 根 を 保 湿 材 ３ ３ 内 に 植 え な く と も 根 を 十
分 に 保 湿 す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 接 木 苗 ３ ４ は 図 ２ の よ う に 馴 化 用 具 ３ ２ 内 の 保 湿 材 ３
３ に 孔 を あ け て お き 、 そ の 孔 に 接 木 苗 ３ ４ を 入 れ て 立 て か け て 、 根 が 空 気 に 十 分 触 れ る よ
う に し て 馴 化 を 行 う こ と も で き る 。 根 に 土 を 掛 け る 場 合 で あ っ て も 保 湿 材 ３ ３ の 量 を 少 な
く し て 根 が 保 湿 材 ３ ３ か ら 外 部 に 露 出 す る よ う に し て 、 根 ８ が 空 気 に 触 れ る よ う に し て 馴
化 を 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 馴 化 完 了 後 ）
馴 化 の 完 了 し た 接 木 苗 ３ ４ は 馴 化 用 具 ３ ２ の 保 湿 材 ３ ３ か ら 抜 い て 根 の 土 を 落 と し て か ら
、 内 部 に 保 湿 材 を 敷 く 等 し て 保 湿 状 態 と し た 箱 の 中 に 順 次 立 て 掛 け て 詰 め て 発 送 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 実 施 形 態 ２ ）
本 発 明 の 接 木 苗 生 産 方 法 の 他 の 実 施 形 態 を 以 下 に 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 の 接 木 苗 生 産 方
法 の 基 本 的 構 成 は 前 記 実 施 形 態 １ の 接 木 苗 生 産 方 法 と 共 通 す る が 、 実 施 形 態 １ と 異 な る の
は 、 図 ２ の よ う な フ ィ ル ム を 使 用 し て ミ ス ト 環 境 を 作 り 出 す の で は な く 、 人 工 的 に ミ ス ト
環 境 を 作 り 出 す こ と が で き る ミ ス ト 装 置 を 使 用 す る こ と で あ る 。 接 木 苗 を 生 産 す る 企 業 の
工 場 に は 、 通 常 は こ の 種 の ミ ス ト 装 置 が 備 え ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は そ の ミ ス ト 装
置 の ミ ス ト 室 内 に 接 木 苗 を 置 い て 、 接 木 苗 の 接 合 部 の 活 着 、 発 根 を 促 進 す る よ う に し て あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 実 施 形 態 の 馴 化 方 法 の 基 本 的 構 成 は 前 記 実 施 形 態 １ の 接 木 苗 生 産 方 法 と 共 通 す る が 、
実 施 形 態 １ と 異 な る の は 、 図 ３ の よ う な フ ィ ル ム を 使 用 し て 馴 化 環 境 を 作 り 出 す の で は な
く 、 人 口 的 な 馴 化 装 置 を 使 用 し て 馴 化 環 境 を 作 り 出 し 、 そ の 環 境 の 中 で 馴 化 さ せ る 用 意 を
し た こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 件 出 願 の 第 １ の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 に は 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） 根 付 き 台 木 を 用 い て 接 木 を す る た め 、 接 木 苗 を 畑 に 植 え 付 け た 後 に 、 従 来 の 断 根 接
木 方 法 に よ る 場 合 よ り も 大 幅 に 土 中 深 く に 根 を 張 る こ と が で き 、 全 体 的 に 根 張 り が よ く 健
康 で 強 い 苗 と な り 、 そ の 後 の 苗 の 成 長 も 従 来 の 断 根 接 木 方 法 に よ る 場 合 よ り も 良 く 、 作 物
の 歩 留 ま り も 良 い 。 ま た 、 肥 料 成 分 の 吸 収 が よ く 施 肥 量 も 少 な く な り 、 コ ス ト 減 に も 資 す
る 。
（ ２ ） 接 木 苗 の 接 合 部 の 活 着 が 促 進 さ れ る だ け で は な く 、 接 木 苗 の 根 も 温 暖 で 湿 度 の 高 い
空 気 に 触 れ る た め 、 発 根 量 も 従 来 の 根 付 き 接 木 方 法 に よ る 場 合 よ り も 大 幅 に 多 く な り 、 上
記 同 様 、 全 体 的 に 根 張 り が よ く 健 康 で 強 い 苗 と な り 、 そ の 後 の 苗 の 成 長 及 び 作 物 の 歩 留 ま
り も 良 く な る 。 ま た 、 保 湿 床 に 置 い た 接 木 苗 を 土 に 一 本 一 本 埋 め る 作 業 が 必 要 な く 、 作 業
を 簡 略 化 で き る 。
（ ３ ） 接 木 苗 を 複 数 本 ま と め て ミ ス ト 用 具 へ セ ッ ト す る の で 、 活 着 ・ 発 根 の た め に 、 広 い
ス ペ ー ス を 必 要 と し な い た め 、 よ り 多 く の 接 木 苗 を 同 時 に 活 着 ・ 発 根 さ せ る こ と が で き 、
苗 の 生 産 効 率 が よ く な る 。
（ ４ ） 土 付 き で な く 、 裸 根 の 状 態 で 接 合 部 分 が 活 着 し 、 発 根 し た 接 木 苗 を 生 産 す る こ と が
で き る の で 、 こ の 段 階 で 、 出 来 上 が っ た 接 木 苗 の 根 の 部 分 を 保 湿 状 態 に し て 、 出 荷 容 器 （
冬 季 は 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 を 、 夏 季 は ダ ン ボ ー ル 箱 等 を 用 い る 。 ） に 詰 め て 出 荷 す る こ と も
で き る 。 そ の 場 合 は 、 苗 を 一 本 ず つ ポ ッ ト に 入 れ な い た め 一 箱 当 た り の 苗 数 が 大 幅 に 増 大
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し 、 輸 送 コ ス ト を 大 幅 に 削 減 す る こ と が 出 来 る 。
（ ５ ） 果 菜 類 栽 培 農 家 の 場 合 、 本 発 明 の 接 木 苗 生 産 方 法 で 生 産 し た 接 木 苗 を 購 入 し 、 鉢 植
え す る だ け で 、 発 根 量 の 多 い 健 康 な 苗 が 得 ら れ る た め 、 果 菜 類 栽 培 農 家 の コ ス ト 減 に も 資
す る 。
（ ６ ） 土 を 用 い な い で 活 着 ・ 発 根 を 行 う こ と が で き る の で 、 接 木 苗 育 成 に 必 要 な 培 養 土 の
コ ス ト を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 件 出 願 の 第 ２ の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 に は 、 上 記 効 果 に 加 え て 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） ミ ス ト 空 間 が 人 工 的 に ミ ス ト 状 態 を 作 り 出 す こ と の で き る 人 工 ミ ス ト 空 間 、 又 は ミ
ス ト 用 具 に セ ッ ト し た 接 木 苗 を ミ ス ト 用 具 ご と 設 置 す る 保 温 床 の 上 方 を 保 温 性 、 吸 湿 性 の
あ る 内 側 フ ィ ル ム で 被 覆 し 、 内 側 フ ィ ル ム の 外 側 に そ れ と の 間 に 空 間 を あ け て 保 温 性 、 吸
湿 性 の あ る 外 側 フ ィ ル ム に よ り ト ン ネ ル を 形 成 す る こ と に よ り 、 保 温 床 か ら 蒸 発 す る 水 分
、 ト ン ネ ル の 外 の 太 陽 熱 と い っ た 自 然 環 境 に よ り ミ ス ト 状 態 が 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天
然 ミ ス ト 空 間 で あ る た め 、 専 用 の ミ ス ト 室 の 無 い 農 家 で あ っ て も 苗 の 接 木 を 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。 ま た 、 接 木 苗 の 生 産 コ ス ト 減 に 資 す る 。
（ ２ ） 温 度 、 湿 度 を 調 節 可 能 な ミ ス ト 室 に 接 木 苗 を 入 れ る 場 合 で あ っ て も 、 上 記 の よ う に
接 木 苗 を 複 数 本 ま と め て 保 湿 床 へ 置 く の で 、 同 じ ミ ス ト 室 を 用 い て よ り 多 く の 接 木 苗 を 作
る こ と が で き 、 接 木 苗 を 大 量 に 生 産 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 件 出 願 の 第 ３ の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 に は 、 上 記 効 果 に 加 え て 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） そ の 接 木 苗 を １ 本 又 は 数 本 ま と め て 保 水 材 を 備 え た 馴 化 用 具 に セ ッ ト し 、 接 木 苗 の
セ ッ ト さ れ た 馴 化 用 具 を 馴 化 空 間 内 に 置 き 、 そ の 接 木 苗 に 数 日 間 陽 光 を あ て て 接 木 苗 を 馴
化 さ せ る の で 、 外 気 に 強 い 健 康 な 苗 を 作 る こ と が で き る 。 ま た 、 強 い 苗 が 育 つ の で 、 培 土
ご と 出 荷 す る 必 要 が な く 、 一 箱 あ た り の 苗 数 を 多 く す る こ と が で き 、 輸 送 コ ス ト を 少 な く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 件 出 願 の 第 ４ の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 に は 、 上 記 効 果 に 加 え て 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） 馴 化 空 間 が 人 工 的 に 作 り 出 す こ と の で き る 人 口 馴 化 空 間 、 又 は 、 馴 化 用 具 を セ ッ ト
し た 育 苗 床 の 上 方 を 通 気 性 、 吸 湿 性 、 透 湿 性 の あ る フ ィ ル ム で 被 覆 し て 馴 化 に 適 し た 環 境
が 自 然 環 境 に よ り 作 り 出 さ れ る よ う に し た 天 然 馴 化 空 間 で あ り 、 そ れ ら 馴 化 空 間 で 馴 化 さ
せ る の で 、 専 用 の 馴 化 室 の 無 い 農 家 で あ っ て も 苗 の 接 木 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た
、 接 木 苗 の 生 産 コ ス ト 減 に 資 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） ～ （ ｆ ） は 、 本 発 明 の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 の 一 部 で あ る 接 木 段 階 の 様 子 を
段 階 的 に 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 の 一 部 で あ る 活 着 ・ 発 根 段 階 に 用 い る 設 備 の 断 面 説
明 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 の 一 部 で あ る 馴 化 段 階 に 用 い る 設 備 の 断 面 説 明 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 植 物 の 接 木 育 苗 方 法 の 実 施 に 用 い る フ ィ ル ム の 一 例 （ 「 タ フ ツ ー キ 」 ）
を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
８ 　 台 木
１ ０ 　 穂 木
１ ２ 　 接 木 苗
１ ４ 　 ミ ス ト 用 具
１ ５ 　 保 湿 材
１ ７ 　 根
１ ９ 　 保 温 床
２ ２ 　 内 側 フ ィ ル ム
２ ３ 　 ミ ス ト 空 間
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３ ２ 　 馴 化 容 器
３ ３ 　 保 湿 材
３ ５ 　 保 温 床
３ ７ 　 フ ィ ル ム
３ ８ 　 馴 化 空 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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